
35

　　　緑露払に關する研究（第5報）＊

国章泉に含まれる鐵の多核錯盤

　岡山大學放射能泉研究所

芦　　　澤　　　　　　峻

　緒言　緑鼻音は採水後放置すると，硫酸第

一鐵が酸化されるために，沈澱を生じ，溶液

は赤燈色になり，液の酸性が彊くなる．これ

らの攣化の機構について考察を試みた．

　1・線i馨泉の成因についての考察：

　これには火山性の一次的のものの他に，硫

化鑛である黄鐵鑛，白鐵鑛，磁硫温品，黄銅

鑛，硫砒鐵鵬共他の鑛物が水と山面と火山

の熱や酸等々のために分解し，硫酸第一一＄Xを

第二鐵と共に生成するものと，周面の岩石が

遊離酸によって溶解し，混入するものとが主

として考へられる・酸性緑言泉は普通硫酸ア

ルミニウムを含有し，硫酸第一鐵の形で鐵が

溶存する事は，岩石中の2贋の鐵が溶解した

と考へることもできる・叉特に白面鑛は容易

に酸化され分解し，三品を生成し磁硫鐵鑛

は屡々痴愚のニッケル，コバルトを含有する・

硫砒鐵鑛は天然にも砒酸蜷に攣化する・この

様にしてできた緑馨泉はアルカリ田鼠等に乏

しい鑛泉となるであらう・

　字・泉水放置による攣化：

　無色に近い緑馨泉を敏：置すれば次第に着色

してくる・普通三軍に加水分解により控基性

硫酸第二鐵を生ずるものと考へられている・

併し筆者は次の如き實験成績にもとずき以下

の如き攣化を考へてみた・第1圖に示す如く・

硫酸第一鐵は酸素と多量の水によってヂオー

ル盤を生成する・テトラオールは不安定で存

在しないだらう・硫酸鐡もヂオール捜も水が

存在しなければ比較的安定である・ヂオール

盛を生成する際には硫酸を遊離しない・

　筆者の獲見せる從來本邦未産のシルクフエ

ライトFe20（SO4）2・12　H20はヂオールi腫

と考へられるものである・助の結晶は極めて

淡く黄緑色に着色した殆ど白色の結品であ

り，水及び稀酸にも比較的高溶である・水を

加へると徐々に加水分解してアクオ化し，硫

酸を遊離し，溶液の酸性度を忌めつつ，トリ

オール，ベントr・一一ル，を経てヘキソールi嘘に

なると想像せられる・叉は直接ヘキソールに

なるかもしれない・鐵と硫酸根の比は理論的

にヂオールが1：1，トリオー序4：3，ベン

トt一’ル3：2，ヘキソ・一・一ル2：1である．此の

天然ヂオ・・一一ル櫨と思はれる結晶を用いて實験

するに，結品19にフk100　eeを加え放置する

と次第に言色的となり黄褐色め沈澱を生ず

る・此の沈澱につき鐵と硫酸根の比を調べる

と1・7：1を示した．叉之を40。Gで3時二二

理したものは3．2：1を示し，煮沸したものは

4・6；1を示した・これらの溶液は始め中性近

くから後にはpHL5～2になる．天然鑛泉の

三石では沈澱物のFeとSO4の比が1・3：1を

示した・沈澱は第二鐵であるのでこれらより

してもヂオール蜷からヘキソール控に至る間

X　第1一一・1報は口本温泉氣候學愈雑誌に擢載される豫定である．
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　3・色につbて：

　硫酸第二鐵の正規の結合形の溶液の色は黄

色であるが，正門を水に溶解すると直ちに加

水分解して赤味を帯びる・藤野鑛泉を試料と

して用ひ，それに硫酸を加えたもの，同じく

同量の硫酸鐵を含む人工鑛泉と之に上記同様

硫酸を加えたもの及び水酸化鐵コロイドの5

種について可覗部の吸光度を測定し次の事が

考察された・（第2圖）・硫酸鐵が加水分解し

て水を配位しアクオ化するに從い液の色調は

濃色的，三色的にと攣化する・この事は多核

錯櫨を形成すると考えることにより理解され

る・吸引帯はコロイド鐵及び藤野鑛泉では

5000Aに認められ，液は赤色を呈す・硫酸添

加により吸牧幣は4000一一一4500　Aのみとなる・

この事より藤野鑛泉中の鐵の溶存状態はFe2

（SO4）3としてのみでなく・一部分は錯整と

して存在することが考へられる・

　4．　コロイドについて：

　水を分散媒とする鐵のコ・イドは普通正に
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荷電している・正のコロイドは極めて硫酸イ

オンに鋭敏なために特に硫酸イオンの多い緑

馨泉では，たとえ一時的にコロイド朕の多核

鈷盤が生成されても直ちに二二沈澱がおきる

はずである・著者は次の如き方法で藤野二二

につきコPイドの槍出を試みたが否定の結果

をえた・コ・イド溶液は39の結晶蜷化鐵を

煮沸しつつある水500ccに注議してつくつ
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Fig．　2．

た・この液1ccは12m9の鐵を含有した・

櫨紙片を鑛泉水及びコ・イド液に浸し，液が

3cm上昇後濾紙を槍液より取出して蒸溜水

に浸し，液の先端が6emになる迄吸上げさせ

乾燥後，毛筆で黄血；圏を塗布し，控酸ガス中

に放置して，青色に三色せしめた・被槍液の

酸度にはコ・イド及び鐵イオンの上昇度は殆

ど左右されない・鐵イ空ンは濾紙を上昇する

がコnイド鐵は濾紙片の下端に停滞して上昇

しない・藤野二二では濾紙の最下端部に薄V・

着色を見たから，之がコロイド鐵による着色

と考えれば鑛泉中にもコロイド鐵が存在する

ことになるが，その量はごく僅にすぎない・

（第3圖）
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　結言；線馨泉を放置すると，硫酸鐵が室

i氣で酸化されて，ヂオP・一ル整をつくり，硫酸

を遊離しつつ漸次複雑な多核錯控えと分解し
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て行く・從って色は次第に深色的になり，泉

水のpHが減少する．沈澄はヂオール擦から

ヘキソール蟷に亘：る鐵の錯櫨であらう・正の

鐵コロイドは硫酸イオンに鋭敏に反慮するの

で緑鋒泉中に訟ける存在は困難であると考え

られる・




